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析によく用いられ（Brown et al. 1982; Wilson et al. 1985），二枚貝類でも報告例が多
い（荒西ら 2006; 荒西･飯塚 2007）．しかし，他の二枚貝類と比較してフネガイ
科二枚貝では分子系統解析マーカーを使用した報告例が少ないことから，分子遺
伝学的手法で汎用されるミトコンドリア DNA を指標として，サルボウガイ近縁
種 3 属 7 種から DNA マーカーを探索した．ミトコンドリア DNA の COI 遺伝子 4
マーカー，16S rRNA 遺伝子 2 マーカー，Cyt b 遺伝子および 12S rRNA 遺伝子各 1
マーカーの合計 8 マーカーを PCR 法により検討した結果，COI 遺伝子 1 マーカー
のみで全種からの増幅が確認された．塩基配列の比較解析および近隣結合系統樹
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（注：要約で公表することを承認された場合は、次のとおり記載願います。） 
「※なお、一部図表等を割愛しています。」 
